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関数 総まとめ おぷりんと１

１年生：yは xに比例する y＝ ax ( ＝ a )

１年生：yは xに反比例する ( xy＝ a )

２年生：一次関数 y＝ ax＋ b

３年生：yは xの２乗に比例する y＝ ax2

（高校生になると二次関数 y＝ ax2＋ bx＋ c ）

ポイント：グラフを書くことができる

① y＝ 2x 原点を通る直線。原点から 1コイッテ 2アガルと点をとっていく。
② y＝ 2x－ 3 切片は－ 3。－ 3から 1コイッテ 2アガルと点をとっていく。

③ y＝ 原点を通る放物線。あてはまる x，yの値を複数求めとっていく。

④ y＝ x＝ 0に対応する yの値は存在しない双曲線。

あてはまる x，yの値を複数求めとっていく。

①，②のグラフを書いて下さい ③，④のグラフを書いて下さい

y＝
x

a

x

6

1
4 x2

x

y



- 2 -

ポイント：xの値から yの値を求めることができる。

xの値を式に代入して，yの値を求める。

(1) x＝ 3のときの yの値を求めなさい。

(ｱ)y＝ 5x (ｲ)y＝－ 4x＋ 3 (ｳ)y＝ 2x2 (ｴ)

(2) x＝－ 2のときの yの値を求めなさい。

(ｱ)y＝ (ｲ)y＝ 3x－ 2 (ｳ)y＝－ 3x2 (ｴ)

ポイント：yの値から xの値を求めることができる。

yの値を式に代入して，xの値を求める。

(3) y＝ 8のときの xの値を求めなさい。

(ｱ)y＝ 5x (ｲ)y＝－ 4x＋ 3 (ｳ)y＝ 2x2 (ｴ)

(4) y＝－ 1のときの xの値を求めなさい。

(ｱ)y＝ 5x (ｲ)y＝－ 4x＋ 3 (ｳ)y＝－ 2x2 (ｴ)
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関数 総まとめ おぷりんと２

ポイント：交点を求めることができる。

グラフの交点は，両方の式にあてはまる点(x，y)となっている。

２つの式を連立方程式(置換法)を使って解く。

① ② ③ y＝－ x ④ y＝ 3

(ｱ) ①と④の交点の座標を求めなさい。

(ｲ) ③と④の交点の座標を求めなさい。

(ｳ) ①と③の交点の座標を求めなさい。

(ｴ) ②と③の交点の座標を求めなさい。

(ｵ) ①と②の交点の座標を求めなさい。
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ポイント：変化の割合，yの値の増加量を求めることができる。

yの増加量
変化の割合 ＝

xの増加量

つまり，yの増加量は xの増加量の何倍あるかということです

(1) yの値の増加量を求めなさい。

(ｱ)y＝ 4xにおいて，xの値が 1から 3まで増加するときの yの値の増加量

(ｲ)y＝ 3x＋ 2において，xの値が 1から 3まで増加するときの yの値の増加量

(ｳ)y＝ 2x2において，xの値が 1から 3まで増加するときの yの値の増加量

(2) 変化の割合を求めなさい。

(ｱ)y＝ 4xにおいて，xの値が 1から 3まで増加するときの変化の割合

(ｲ)y＝ 3x＋ 2において，xの値が 1から 3まで増加するときの変化の割合

(ｳ)y＝ 2x2において，xの値が 1から 3まで増加するときの変化の割合

(ｴ)y＝ において，xの値が 1から 3まで増加するときの変化の割合
x
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関数 総まとめ おぷりんと３

ポイント：座標を求めてから，線分の長さや面積を求めることができる。

① y＝ 2x－ 4 ② y＝ 4 ③ y＝－ x＋ 2 ④ y＝－ 4x－ 4

(ｱ)点Ｃ，Ｂ，Ａの座標

(ｲ)点Ｄ，Ｅの座標

(ｳ)点Ｆの座標

(ｴ)△ＡＤＥの面積

(ｵ)△ＡＣＤの面積

(ｶ)点Ｄを通り△ＤＦＣの面積を二等分する直線の式

(ｷ)点Ａを通り△ＡＣＤの面積を二等分する直線の式
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ポイント：線分の長さや面積を文字で表し，方程式を使い求めることができる。

① y＝ x2 ② y＝ ax2 とします

(1)点Ｄの x座標を 2とするとき
(ｱ)点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの座標を求めなさい。

(ｲ)線分ＡＢ，ＢＣの長さを求めなさい。

(ｳ)四角形ＡＢＣＤの面積が 24のときの aの値を求めなさい。

① y＝ x2 ② y＝－ 2x2 とします

(2)点Ｄの x 座標を a とするとき

(ｴ)点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの座標を求めなさい。

(ｵ)線分ＣＤ，ＤＡの長さを求めなさい。

(ｶ)四角形ＡＢＣＤが正方形のなるときの aの値を求めなさい。
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関数 総まとめ おぷりんと４

ポイント：いろいろな条件を使い，関数の式を求めることができる。

y＝ ax ，通る点が１つ分かれば代入して，aの値を求めることができる。

，通る点が１つ分かれば代入して，aの値を求めることができる。

y＝ ax2 ，通る点が１つ分かれば代入して，aの値を求めることができる。

y＝ ax＋ b，通る点が２つ分かれば代入して，a，bの値を求めることができる。

(ｱ) 点(2,1)を通るグラフ y＝ axの式を求めなさい。

(ｲ) 点(2,1)を通るグラフ の式を求めなさい。

(ｳ) 点(2,1)を通るグラフ y＝ ax2の式を求めなさい。

(ｴ) 点(－ 2,3)，(4,9)を通るグラフ y＝ ax＋ bの式を求めなさい。

(ｵ) 傾きが－ 3で点(1,3)を通るグラフ y＝ ax＋ bの式を求めなさい。

(ｶ) 切片が－ 3で点(1,3)を通るグラフ y＝ ax＋ bの式を求めなさい。
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ポイント：交点の座標，三角形の面積，線分の長さを求めることができる。

① y＝ ＋ 2 ， ② y＝ とします。

y ②

(ｱ) ①と②との交点の座標を求めなさい。

①

x (ｲ) 三角形ＡＢＯの面積を求めなさい。

(ｳ) 三角形ＡＣＯの面積を二等分して点Ａを通る直線の式を求めなさい。

(ｴ) 三角形ＡＢＯの面積を二等分して原点を通る直線の式を求めなさい。

2点(x １，y １)，(x ２，y ２)

の中点の座標は

( ， )

(ｵ) 線分ＡＢの長さを求めなさい。
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関数 総まとめ おぷりんと５

ポイント：神奈川県の問題を解くことができる。

問１．図において，曲線①は関数 y ＝ x2 のグラフであり，曲線②は関数 y ＝ ax2 のグラフで

ある。ただし，a ＜ 0 とする。2 点 A，B はともに曲線①上の点で，点 A の x 座標は－ 2
であり，線分 ABは x軸に平行である。また，点 Cは曲線②上の点で，線分 BCは y軸に

平行である。点 Dは線分 BCと x軸との交点であり，BD：DC＝ 4：1である。
原点を Oとするとき，次の問いに答えなさい。

(ｱ) 曲線②の式 y ＝ ax2 の a の値を求めな

さい。

(ｲ) 直線 AD の式を求め，y ＝ mx ＋ n の

形で答えなさい。

(ｳ) 点 Eは y 軸上の点で，その y 座標は正である。三角形 ABCと三角形 AECの面積が等
しくなるとき，点 Eの座標を求めなさい。
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問２．右の図において，直線①は関数 y ＝ x ＋ 7 のグラフ であり，曲線②は関数 y ＝ ax2

のグラフである。点Ａは直線①と曲線②との交点で，その x座標は－ 3であり，点Ｂは直
線①と y軸との交点である。

また，点Ｃは曲線②上の点で，線分ＡＣは x 軸に平行であり，点Ｄは x 軸上の点で，

線分ＣＤは y軸に平行である。

さらに，原点をＯとするとき，点ＥはＯＣ＝ＯＥとなる y 軸上の点で，その y 座標は負

である。このとき，次の問いに答えなさい。

(ｱ) 曲線②の式 y＝ ax2の aの値を求めなさい。

(ｲ) 直線 DEの式を y＝ mx＋ nとするとき，

m，nの値を求めなさい。

(ｳ) 直線ＢＤと線分ＡＣとの交点をＦとするとき，

線分ＡＦと線分ＦＣの長さの比を最も簡単な整数の比で表しなさい。
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問１．(2005神奈川)

(ｱ) 二次関数 y＝ ax2
の式を求める → 式にグラフが通る点の座標を代入する

Aの x座標が－ 2より y＝ x2に代入して、y＝ 4
A(－ 2，4)，B (2，4)，D (2，0) となり BD：DC＝ 4：1より，C (2，－ 1)

点 Cは y＝ ax2上の点より，C(2，－ 1)を代入 － 1＝ 4a よって，a＝－

(ｲ)２点を通る直線の式を求める → グラフからよみとる

A(－ 2，4)，D (2，0)より 傾きは、４コイッテ４サガルので－ 1
切片は真ん中になるので 2 y＝－ x＋ 2

(ｳ)面積の等しい三角形 → △ ABCと△ AECは底辺を ACと考えれば共通なので
面積が等しくなるには，高さも等しくなればよい。

→ 高さが等しくなるには，AC¥EBになればよい。
→ 平行になるには傾きが等しければよい。

直線 ACの傾きは、A(－ 2，4)，C (2，－ 1)より４コイッテ５サガルので －

直線 EBの傾きが－ になるときの点 Eの座標を求めるには，

方法①：直線 EBは２コイッテ○サガッテいるので ○は５の半分で

B (2，4)より 4＋ ＝ よって，E(0， )

方法②：直線 EBを y＝－ x＋ bとおき，B (2，4)を代入すると，

4＝－ × 2＋ b b＝ よって，E(0， )
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問２．(2004神奈川)

(ｱ)二次関数 y＝ ax2
の式を求める → 式にグラフが通る点の座標を代入する

Aの x座標が－ 3より y＝ x＋ 7に代入して、y＝ 4

点 A(－ 3，4)は y＝ ax2上の点より， 代入して 4＝ 9a よって，a＝

(ｲ)２点を通る直線の式を求める

→ グラフからよみとる

A(－ 3，4)より，C (3，4)
三平方の定理の 3：4：5より、OC＝ 5
OC＝ OEより 点 E(0，－ 5)
また、点 D(3，0)となるので、

直線 DEの傾きは、３コイッテ５アガルので

切片は－ 5なので m＝ ，n＝－ 5

(ｳ)線分の比 → 座標を調べ、長さを求めよう。(今回は相似も利用してみました)

ACと y軸との交点を Gとすると GF：FC＝ BG：CD＝ 3：4
AG＝ GC＝ 7とおける AF：FC＝(AG＋ GF)：FC＝ 10：4＝ 5：2
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